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NPO 塾全協会員各位 

 去る 5 月 26 日の NPO 塾全協全国総会において会長他役職の交代が以下のとおり承認さ

れましたのでお知らせいたします。 

5 月 27 日以降の役職 氏名（敬称略） 塾名 前役職 

全国会長・東日本ブロッ

ク理事長 

内藤潤司 ソロモン総合学院 東日本ブロック理事長 

全国副会長・西日本ブロ

ック理事長 

藤井寿比古 藤井塾 西日本ブロック副理事長 

西日本ブロック副理事長 村田芳昭 共学館義塾 常任理事 

顧問 山下典男  全国会長・西日本ブロック

理事長 

＊上記以外の役員は従来通りの役職です 

 

 

 

 

2024 年 5 月 12 日（日）14:00〜17:00     2024 年 5 月 26 日（日）14:00〜17:30 

於 アットビジネスセンター              於 サムティフェイム新大阪 

各総会で、ブロック及ぶ全国の「令和 5 年度事業報告、令和 5 年度決算報告承、令和 6 年

度事業方針、令和 6 年度予算案」が承認されました。 

 また、上記のとおりの役職の交代が承認されました。 

 

役職交代のお知らせ 

 

東日本ブロック総会 
大学入試を考える会 

 

西日本ブロック総会/全国常任理事会 
全国総会 

 



 

 

 

日時：2024 年 5 月 12 日(日)15:30〜17:00 

場所：アットビジネスセンター池袋前 別館 802 

講師：松岡茂氏（株式会社ライブロード代表取締役） 

テーマ：今こそ高校部を新たな運営の柱に 

レポーター：中村基和 

【講演概要】 

 ちょっと考え方を変えるだけで高校部が十分一つの大きな運営の柱になり得る。大学入

試は 2021 年に変わったが、今度 2025 年から大学入試は更に大きく変わる。 

 大学入試には 3 つの選抜方式がある。2021 年に文科省は学力の 3 要素（①知識・技能、

②思考力･判断力、③主体性・多様性・協同性）をもって学力を判断して行こうと言うよう

になった。②思考力･判断力は高 3 になってからでは遅い。③主体性・多様性・協同性は、

高校の成績、志望理由書、活動の報告書、この「活動の報告書」が一番見られている。国立

大学の一般選抜方式では大半の調査書にこの③を点数化している。①の得点を③で逆転し

てする生徒も現れている。 

大学入試における 3つに選抜方式 

(1) 総合型選抜（旧 AO 入試）：面接などを通して学校が求めるアドミッション・ポリシー

に合った人材を確保していこうというもの。 

(2) 学校推薦型選抜：主に高校での成績が評価される。この中に指定校推薦が入っている。 

(3) 一般選抜：入学試験。 

2023 年の春、国公立市立合わせて入学した生徒の 50.8％が総合型選抜、学校推薦型選抜

で入っている。何故そういったことになったかと言うと、知識・技能だけでは判断しないよ

という方針が出たから、各大学、総合型選抜、学校推薦型選抜の募集人員枠を広げてきてい

るからである。ということは、当然一般選抜の枠を狭めてきていることになる。 

ある予備校では高 3 の 6 月までに各科目の各単元を全部終えている。夏休みは入試対策

をしている。9 月から始まる総合型選抜をポイントとして前倒しに進めている。 

総合型選抜について 

 国公立は共通テストも見るので年が明けてからになる。偏差値 50 位の私立大学は、エン

トリー▶面談▶出願▶選考▶合格発表 のパターンをよく採っている。 

受験は 9月からになった! だから早くから始めなければならない。 

東日本ブロック主催研修会 大学入試を考える会 



総合型選抜での審査書類…調査書、志望理由書、自己推薦書、活動報告書、学習計画表。

この中で今文科省が一番注目しているのは活動報告書。3 年間何をやってきたのかをしっか

り表現できるかということである。生徒が書いたこれらを先生がただで見てあげるのは勿

体ない。「うちはこういうのを添削してあげるよ」というコースにすれば良い。総合型選抜

対策に特化した予備校さえある。商売になっている。書店で売っている「書き方」を読んで

書いた物はすぐわかる。 

 

小論文について 

 大学で小論文を出題しているところがあるが、実は採点されていない学校が多い。なぜ

かというと、書き方は自由であるから、それを合っている、合っていないと誰が判断出来る

のか…ということである。何を観ているかというと、減点方式で「書き方」を観ている。つ

まり小論文の書き方を知っているかいないか、勉強しているかしていないかを観ている。特

に理系の大学は殆ど書き方しか観ていない。理由は、小論文の書き方を知らない学生が多い

が、大学に入ってからいちいちそれを教えていられないからである。 

学校推薦型選抜について 

1、2 年生の成績が大切。3 年生は 1 学期の成績しかない。日ごろの学習（全科目）が大

切。指定校推薦は必ずしもあるわけではない。指定校推薦の枠を広げたために大学での学力

が低下した例もある。関西学院はこの 4 年間、指定校の枠をどんどん狭めている。 

一般選抜について 

 例年から共通テストの科目が変わる。まず社会科。地歴・公民系が大きく変わる。国公立

は社会科を 4 科目（教科書 4 冊）やらなければならない。「地理総合、歴史総合、公共」は

受験科目として採用しない大学があるのでとらない事を勧める。「公共」は学校によってや

ることが異なり、教科書を全部やっていない学校が多いので共通テストには不利。簿記はな

くなり情報Ⅰが必修になる。国語は 80 分から 90 分に変わる。古文・漢文の問題に関して

は今まで通りに知識・技能の問題が多い。知ってから解ける。したがってまず古文・漢文を

やる。残った時間で 45 点配点の 1 番、2 番をやる。3 は記号だけだから当たるも八卦。ま

ともに読んでいると文字量が多く時間が足りなくなる。数学は従来は 5 題中 4 題選んで 60

分。今度から 7 題中 6 題選んで 70 分。当日は 7 題中 1 題やらないのを選んで、その問題は

読まない。全部読んでいると時間が足りなくなる。情報 1 は学校でやる範囲が全部出題さ

れる。国立はほぼ 100％が利用。公立は選択で 80％位。「プログラミング」の部分が正答率

が低い。全科目中の配点は大学によって異なる。共通テストの新しい科目は始めの年の得点

率が高い。リスニングが最初に出された年は得点率が 7 割。情報もそれくらいになりそう。 

 国公立の一般選抜は科目が多いのがネック。私立は一般方式と共通テスト利用型という



のがある。 

 1 点が合否を大きく左右する。たとえば 2023 念の熊谷大学の一般選抜では、合格ライン

に 1 点から 4 点足りなかった受験生が 100 人いた。 

 苦手科目の放置は危険。極端な苦手科目は得意科目の足を引っ張る。私立は 1 科目でも

落とすとしんどい。 

これからの学習塾に求められること 

 早い入試になったため、場当たり的な指導はダメ。3 つの入試のどれに標準を合わせて何

をしていくかという事をしっかりやっていなければならない。カリキュラムが組めること

が必要。スタートは中 3 で高校入試が終わってから。高 1 生は高 1 の 11 月に高 2、高 2 生

は高 2 の 11 月に高 3 のスタート。そうでないと物理的に時間が合わない。全科目は無理で

も 1 科目でもやっていく必要がある。 

 英検は必要。2 級までならほぼコツだけで取れる。 

安定した高校部の運営 

 私立高校が無償化すると私立入試が終わったら中学生がいなくなってしまう。 

 

編集 NPO 塾全協東日本ブロック事務局長 中山和行 

〒350-0322 埼玉県比企郡鳩山町今宿 553-1 

℡49-296-1111 fax 049-298-3405  E-mail gyqbt650@ybb.ne.jp 

NPO 塾全協東日本ブロック HP    http://www.jzk-east.com 

 


